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　資　　　料
一

食糧醗酵の 分野 に 於 け る

芝　崎

緒

（1） 基　礎

論

　　　Ionizing　Radiationの 応 用

問　題 　及 　び　裝　置

勳 ・ 田 厂1 久 治 （大阪大 学 蝉 総 酵 工 学教室 ）

　　
1904 年に PRESCOTT 等 が ラ ジ ウ ム 線 を用 い て

　diPhtheria 菌等 に 及 ぼ す 影 響 を 研 究 し，　 COOLIDGE

が 192飾 に 90・0・・ v 蝿 ギに 依 つ て 5．・＿ 等 の 細

　菌 を 死 滅 せ し め る事が 出来 る の を知 つ て 以 来 loni−

zing ・adi ・ ti・ n 　l畩 る殺菌の 研院 が 行 わ れ て ， 特に ア

　
イ ソ ト ー プ 並 に 強 力 な β線発 生 装 置 の 出現 に 依 り原

子 力 の 産業へ の 応用が 注日せ られ 食品 ・
薬品 ・化 粧廓コ

等 に 対 し て電 子 ビーム
，
X 線，原 子 崩壊産物 （Fission

PK》duct） を 資源 とす る r 線等 の 放 射線 を 照射す る所

謂 Cold　sterilization
の 研究が 近 時米 国 を 中 心 とし て

盛 ん に 行われ て い る．照 射に 依 つ て 僅 か 4 ℃ 程度の 温

度一L糺 か 行 わ な い ・・ ni ・i・ g ・adi ・ti・ ・ は 加熱 に 依 つ

て 品 質鍍 化 艨 蜴 い 餌 ，
・薬 品 ｝こ対 し て は大 きな

武 器 で あ り貯蔵法に 新 し い 可 能性 を示 し て い る．例 え

ば GOMBERGJ ） 等は 豚肉 に発 生 す る セ ン モ ウ虫病の

除 害 に Cesium 　137源 の 丁 線 を利 用 し工 業化 の 可能性

を示 し ・ BR °WNEL ゆ 等 は C ・ b・1t　60源 の 櫞 を穀

類製品 の 昆虫除害 に 応用 し，JARPLAy，s）
等 は 同 じ く

CQbalt
　60 を使用 し た Cortisone　acetate の 殺菌 に 於 い

て 物理 化学的試験の 結果 に 影 響 を 与えず に 日的 を達 し

て 居 りSCHWE ・GERT ・ 41 は 肉製 、詰の 品質 に 関 し て γ

線 の 影響 を研究 して い る．

　本稿 に 於 い て は Ionizing　radiation の 基礎的諸問
題 と装 置 の 概要 並 び に企画資料に 就 い て 述べ る．

　　　　　　　 1） 放射線 の 諸性質

1° ni ・i・ g ・adi ・ ・i・ n に 1ま紫外線 ，
　 X 線，？

・
線，βsa，

α 線 ・ Neutron，　Proton 等が 含 ま れ るが 之 等 の rf；で 食

品工 業に 使 用 可能 な もの は 資源不足 ・浸透能微 弱等の

缺 点 を 有 し な い β線 （陰極線）， γ 線 に 限定 され る．β

線 は 放射1生同 位元 素の 原子 崩壊に 伴 な つ て 放 出 され る

電子 で 其 の 運 動 匚 ネ ル ギ ーは α 線 と異 り連続的分 布 を

し て 居 る．之等 刀 電 子は原 子 核 の 構成粒 子 とし て 核内

に 存在 し た もの で な く核内の 中性子 が 陽 子 に 変 つ た 時

に 放 iHされ た もの で あ る．放射性 同 位元素 で原子核内

　の 中性子の 数が 安定同位元 素 に 比 し て 不足 して い る も

　の に於い て は 原子 核内の 陽 子 が 中性子 に 変 り， 此 の 時

　に は Positron が 放出 され る．之等を 区 別 して β
一
，β

＋

　線 で 示す時が あ り速度 の 大な る β線 は 空 気 中で 直線 的

　に 進行す る が 磁 場 の 中 で は 彎曲 し ， β
『
と研 で は其 の 方

　向が 反 対に な る．一
方 γ線 は X 線 と同 じ電磁 波 で

一・
般

　に 波長 は 之 よ り短 く，α 線 ，β線の 放 射に 伴つ て 出 る．

　即 ち之等 の 崩 壊 に 依 つ て 生 じた原子核が励起状態 に あ
つ て更 に 低 い ’・・ ネ ル ギー

の 状態 1こ移 る時 に γ 繍 敬 出

　され る，一
般に 之等原子核の 種 々 の 状 態 閥 の ・C ネ ル ギ

　
ー

の 差 異 は原子 の 電子 の 場合 に比 し遙 に 大 で あ るか ら

γ線 の ．・L ネ ル ギ ーは 大 き く且 つ 波長 は 短 い 事 に な る．
r 線 の 資源 と して 最 も良 く 使用 され る Co60 で は 1．17

　と1．33Mev の γ 線が 階段 的 に 放出 し て い る．此処 に

ev （electron 　volt ） と云 うの は 放射線 の r．ネ ル ギ
ー

を

示す単位 で 電 子が エボ ル トの 電 場 を 通つ た 時に 得 る運

動．［ ネル ギーを 1ev とす る．（l　ev ＝L602　x 　lO−ILerg ，
1M ・ v − 106・ v ） 尚放身推 物質の 量 を 示 す 単位 に は キ ユ

　リ《 curie ）が用 い られ 1 キ ユ リ
ー

は lg の 純粋 な ラ ジ

ウ ム と 同 じ 崩壊速度 を示す物箪の 量 で あつ て 約3．7x
lOlo 崩壊ノ秒 に 相当す る，夂放射線量 の 単位 と して は

　
正 レ ン トゲ ン （roentgen ）r 即 ちO ．OO1293g （0 ℃

，
760

mm で ICC ） の 空気 の 中lc陰陽 合わ せ て 聯 電 単位 の

電 荷 を持 つ ナ・ 材 ン 対 を 生成せ し め る x 線 ま た は ， 線
の 量 を用 う るか，放射線 が 組 織 19に つ い て 93erg の エ

ネ ル ギ P施を 失 う線 量 を 1 レ プ （rep ・
，　reentgen 　equiva ＿

lent
　physical ） とす る もの を便用す る．

扨之 勦 1・・i・i・ 9 ・adi ・・ie・ が微生 物 1・対 す るf
’
PJ，1．1

機概 し て は 次 の 2 つ の 説 が 考 え L：、 れ て い る．i）
Ta 「ge’　 th … y ・ LEA 等 徽

一
・て 鏃 され た もの で β

線 頒 1き素粒 子硫に依 緞 菌 蜴 合光速 の 緲 1、 に も
近 い 速度の 電 子 が 通 過 す る 時微 生 物 D 生活細胞申 の 核
に 衝突 した とす る と 其 の 大 きな・・一ネル ギ ー

の 全 部夂は
一

縦 核 に 臓 核 の 機能 を鞭 し夕鰄 きせ るか 叉 は 増

殖能力 を停止 せ し め る と云 う説 で ，
nfn

。 で 照射量 D に

於ける微生物 2）生 存比 を示 し Do を微生物 の 3ア％ を 生
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存 せ しめ る照射量 で示す時

　　 n ！n 。
＝・e’DtPe

な る 関係式 で 示 さ れ て い る．il）Indirect　effect ：

PROCTORfi）等が 提称 して い る もの で 電子が 培地 の 分

子 に 衝突 し イ オ ン 化或 い は 活性 化 を 行 い ， 之等 の 結果

培地中の 遊離基が 殺菌作用 を 及ほ す と云 う説 で あ る．

　食晶 の 殺菌に於い て 微生物の 栄養細胞 は 容易 に 死滅

せ しめ る事が出来る が 胞子 は栄養細胞の 破壊に 要す る

照射量 の 3 〜4 倍 を必要 とす る．殺菌に要す る照射量

は 菌の 種 類 に 依つ て も大 い に 異 り， 乾燥難卵製造 に 於

い て屡 々 汚染す る S．Paratlρhi及び S．　t？Phimuriumは
β線 300 ，000rep で 死 滅 し ，

　 S ．　 seOftenberg で は 125
，
000

rcp で 充分で あ る．又 Stanford　Rcsearch 　lnstituteの

報告に 依 る と原子 崩壊産物を資源 として 殺菌 を 行 う場

合約 2，000，
000rep の 照 射 で 完全 で あ る．一

万酵素の 破

壊 に 対 し て は 約其 の 5 倍 の 量 を必要 とす る．URBAINC ）

等 の 殺蔚 に 要す る照射量 の 実験結果 を Fig．1 に 掲示

した．

　　　　　　　　　　 Fig．　 L
　　　10，　OOO，

000

（

α
の

」

）

飼
喟

り們
q
激
5
げり
」

州
O
ン
O【
環

O哨一
“璃

℃

邸

鴿

1
，
　OOO

，
　OOO

100
，
COO

働 蔽 噺
呶 鉾「

　　　　　　　　　　　　．　　　，

 

000

COO

oo〔1

一

 

　
　
鷹

　　　　　　　　　　 a 　　 b　　 c　　 d

　　　 a ： Enzymc 　deactivation
　 　 　 b ： Sterilization

　 　 　 C ：　PasteuriZation

　　　d ・ C ・nt ・・11i・ g　highe・ 1・v ・1 ・・gani・ms

　食品の 殺 菌に Ionizing　radiation 　を 用 うる 時問題

と な るの は 放射線 の 透過能 で あ る．之 が一
定 の 場合 に

は 滲 透範囲 は 照射 され る 物質 の 密，W （依 り決定 され

る．β線 に つ い て は其 の 最 大 値 を RmCtx で 示し， ρ を

物質の 密度，E を電 子 を加 速す る に 用 い た 電 圧 とす る

時次の 関 係式 に 依 つ て 表わ され る．

　 　 　 　 　 　 0．542E ・−0 ，13
　　 Rmu ＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ

　尚 γ線 は β纏に 比し て益い 浸透力を有してい る．例

えば水 に 対 し て の 半価層 （放射線 の 強度 を最 初 の 強度

の 施迄に 減ず る に 必 要な 物質 の 厚 さ）は Coeo 源 に 依

る 1．王及 び 1・3Mev の r 線 に 対 して 約 4”

で ありCs1UT

源に よ る 0・67Mev の γ 線 で は 約 3”で あ る． 之 に 比

し て β線 の 場 合 は IMev の ．r −　＊ ル ギ ーを有す る 場合

で Y6”

， 2Mev の 場合で ulS”で あ る叉 Van 　der　Graaff

加速装置を 操作して 3Mev の β線を生卵 に 照 射 した

時浸透 限界 は lcm で あつ た ．斯様 に 浸透力に 関す る

限 りで は γ線 の 万 が 優 れ て い るが ，β線 の 加速装置に

依 る生産効率 は高く且つ 電子 ビ ーム の 75％の エ ネ ル ギ
ー

を利用 す る事 が 出 来 る等 照射量的に は β線 の 方が優

れ て い る．Table　1 は r 線吸収 の 半価層 の 値 で ある．

Table 　l．

Energy 　of γ rays

　　（Mev ）

HaIf　thickness （c皿 ）

H20

il訓iil

・・ i ・・ 1・・

3．04

．25

．87

．7

1．lL53

．03

．6

0，460

．961

．391
．51

2）　β線発 生 裝置

　現 在 機械的 の β線発生 装置 とし て 使用 され て い る型

は 4 種 あ る．之等の 型 の 相違点 は 電 子を加速す る為の

高電 圧 の 発生 及び 其の 使 用 方 法 に あ り i） Resonant

transformer （Fig　2，3），　 ii）Van 　dc　Graalfaccelerator

（Fig　4，
5）iii） Capacitron（Fig　6） iv）Linear　acce ＿

leratorに 大 別 され る ．

　1） の Resenont 　transfbrmer は もとは General　Elect−

ric 製 の X 線発生装置 か ら発達 し た もの で あり重金属

製 の Target を取除き適 当 に 接 地 せ しめ た金 属窓から

電 子 を 放 出せ しめ る様 に して あ り， 特殊な変圧 器 で得

られ た 高電 圧 は Filamen 亡 と其の 窓 の 問に 於 て電 子 の

加速 に 利用 され る．又 β線が 照 射 され る食 品上 を均一

に 走 査出来 る為 に 必 要 な 振動磁界 を 備え て い る．

　此 の 装 置 は 随〜％microamp の 電流変化に 依 つ て 電

子 の 持 つ エ ネ ル ギ ー
が絶〜1M ¢ v の 範 囲に 変 更 出 来 る

様調整 されて 居 り， 良好 な運 転 状況 に 於 い て 50〜70必

の 食 品 に 1時間 2　mega 　rep の 照射 を 与え得る．又 4s

10
・

17KW の 電 力 で 夫 々 1
，
2

，
4Mcv の 電 子 を 生じ得

る様設計 され最新型 の もの で 1 時間に 2，00X）lb の 食品

が殺菌し得 る，
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Fig．2．　Re 釦Dnant 　 tr跏 3｛bロ ロer

1．60・cyclo 　at 　linc
2・（bntro置paロ c1

3．MotOr 　gen ¢ 胤 Or

4．High 　frequency　a −c
5．Vaccu寥n 如 be
6．】ヨlousing
．7．Window
6．Food9
，Sh董cld　　　　　　　　

’

Fig・　3・R 燗 ・・ ant 　t呶 sformgr 　8hOw …ng

　　　 pressurc　t巳nk 　and 　encb8ed

　　　 acc 幽 rating 　oolu  

　ii）　めVa皿 de　Graaff 　accelerator は High　Voltage
Eng ： CO．に依 つ て製作され て居り， 静電 的機械の 原

理 に よつ て操作 され る即ち円筒基底の 数千 ボ ル トの 高

竃圧線 よ り電 荷が 非伝導性 の Endless　belt に 放出 さ

れ此 の Beltに依 つ て 絶縁 された球表面 に 引 き上げ ら

れ て最後に 加速管に沿 つ て放電 され る．此 の 加速管 に

騨艮い 甲．ee｛itの真鱒 が用い られ る
、 岑隸興に つ い て

（s55）

は 1， 2，3，6Mev ¢ 電 子 を生産 し 得る様稷々 製作 さ

れて 居る。Endlcss　belt装躍 は照射 され．る食品が竃子

Fig．4．　 Princlple　of 　Van 　de　Graff　generatOr

　　　　　　　　　　 L （　ompressed 　 nitmgen

　 insulation

2．Hot ・飢ament

3．ElectrDn　 beam
4．Electmn　beam
　 8cannln85y8tem

5，Thin　a！u1コinum
　 w ｛ndow

6．Char80d　hi8h　voltage

　 terminaI
7．Cba ・ge　rem ・ved 　 fmm
　 belt8
．Belt　charged 　by

　 ◎orona

9．Food 　package

Fig．5．　Van 　de　Grzaff　generatOr　of　S　Mev

ビーム 下に 連続的な操作が行われる為 の もの で あり，

電子 ピー
ム は照射の 均

一
性を 保 つ 為 203c．P．s．の 速度

で 食品と直角 の 面で 振動 して い る．施 KW の 電 力 で 2

Mev の 電子 を生ぜし め る事が出来 ，此の 条件で 1時閥

1401bの 食晶を殺菌す る事が出来 る．　 iii）の （）apacitron

は充電 きれ た 並列に設置 され て い る Gondenserを急

に 直列 ｝C 回 路 を切換 え る事 に 依 つ て 得 る 高電 圧 を 9

子発生部 と窓を有す る加速管 に 加 え る装置で ある．此

の 際生ずる 2Mev の 電 子の 急激な流 は 僅か ろiooo秒程

度の 間しか 続 か な い が ， 電 子 ビ ーム の 照射量は 5
，
 

dioO ，OOOrep の 範囲に あ る．本装澄に 依 つ て 生ずる

電 子 ピーム は 不安定 で 且 つ 間歇的で あるが実用的な 型

が Electronized　Chem ・Go．に 依つ て 製作されつ つ あ

る
、
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刃

Fig・6。　Capacitron6

9 9

1・AC ・liコ e　　　　　　　β・Spark　gap
2．R’eCtifier 　tube 　　　

」7．　Cond   8er

3。Re8三8tance 　　　　　　　8．　Food　phckagc
4．POwer 魄 nsfbrmer 　 9．　Ground
5．Inductanc¢ 　　　　　　10．　Elcctrode

　iv） の Llnear　accclerator η は電子が同軸の 円筒型

電 極管 （Drift　tube ） を通過する際その 竃 極管 の 長 さ

の 増加 に 従 つ て エ ネ ル ギーが増加 して 行 く装置 で ， レ

ーダー−Pt位の高周波磁界 に依つ て 電極を這じて 冠子 に

エ ネル ギ ー
を加え加速す る原理 の もの で あ る．理論的

に は電子 の 獲得す るエ ネ ル ギー
に 対する制限 は無い が

実際に は 電極管 の 長きの制限に依6て エ ネル ギー増加

も限定きれ る．普通電極管 の 長 さ 1ftに対 して IMev

の エ ネ ル ギー増加 を示 す事が 判明 して 居 り， Applied
Radiation　Co ・製 の 本装置は 6Mev の 電子 を 4KW の

電 力 で 生産し 1時閲 800’δg）食品 を殺菌す る事が 出来

る．

3） 原 子崩壌童 物 に よ る r線 照 射

　　1000curieの Coao が 丁線の 資源として 初 め て Michi −

　gan 大学の 原孑 工学研究所に 1951年 6 月に 設置 され，

　更 に IOkilocurieの Co60 が 1952年 に 設置 され放射練

　の 応 用 の 研究が本格的に 開始 され た．此 の 10kilocuric

　の Coesoは 100 本の 棒状 の もの で 11” φx10
”

の 寸法 を

　有し て い る．而して 各 CoBO は 弓9”

φの ア ル ミ ニ ウム の

管 に 入 れられ て Phcnolic　plastic製の Holder に 2

　つ の 同心 円上に 出来 るだけ接近した位殿に 設置 され

　る．照射作業を行わな い 時に は 放射線が 人 体 に 及 ぼ

す 危 険性を考慮 して Co60 資源を遮蔽す る為に Well

．を設け水 を満 た して 置 く．此 の 水深 と放射量 との 関係

　は Fig　7 に 示す 之ほ BRormS ，等 の 行つ た 実験

結果 で 人体 に 危険性 を及 ぼ さな い 放射墨 1ρm 爬 plhr迄

減少せ し め るに 要す る氷深 は 10〜11ftで ある篳が判明

　した．

　　Fig・8 は Stanferd　Rcsearch　Instltuteに 設置 され

て い る 4200curio の Coeo資源 を プ ール 式の Wel1 に

榊 た写真 で 水漂は lOftで あQ・ ア ・レ ミ ニ ウ 騨 体

つ て プール と照射室を分離出来得 る様 に なつ て い る．

（

詈
。

餐
導
日
）

8
霑

琶
舘

召

Fig・7・Predicted　dosagc　rate　as　a

　　　 function　of 　 distanoe　from
　 　 　 SDurcc 　with 　sh 置ole 　thickness

　　　 （for　water ）
！御

」

！00

’o

　！

ρノ

6　 9　 8　 9　 ’o　，， 心

Thickncss　of 　water 　shicld （f  t）

Fig」 8．　 Thc 　4200cur量e　 oobalt 　souree 　loα賦cd
’

　　　 at 　Stanford　Re 記 arch 　In』ti色uto

　尚 Well と同様 に 放射に 依る危険性を除外す る為に

照射寒に必要な騨 壁 の 4twXx　6必要力Sあ る
、

一
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般に 遮蔽に は コ ン ク リート壁が使用 され る．F態 9は

遮蔽壁の コ ン ク リート厚み を因子 とし て放射線資源の

種 々 の 位置と逾蔽壁外面の放射量との 関係を示 した も
の で あ る．之に 依れば資源を遮蔽壁か ら4ft 離れ た位

置 に 設置す る時に は 4ft 厚 さの コ ン ク リート遮蔽壁が

必要で ある，

当

2
喜
雪
肩
）

8
霑

島
調

昌

Fig・9・Pred五cted 　dosage　rate 　a3　a
　　　 舳 nCtiOn 　of 　 distance 恥 m

　　　 soucre 　 with 　 various 　 shicld
　 　 　 thiClrnesses

ヒ 鞠

Iooo

，OOO

loo

lq

b

o．13
　 4 　 5

’
　 6　 ケ 　 8 　 9

　　D 量3tance 　frOm 距 urcc （ft）
’0

　 COMBERG 等が行つ た 豚肉処理 に 於い て セ ン モ ウ

虫除害 の 為 tc　aslSTを資源 と して 照射した場合 の照射

室設 計 の
一
例 を示す （Fig．10，　Fig．11参照），装置 の 設

禰 2  頭 の 豚 を2塒 融 内t・uaesす る事 eza礎に し

て い る．放射線資源の 形 状は棒状 にす ると取扱い に は

便 利 で あ る が本数が多 くな り面積 を と るの で 6ft× 5ft
x 　°・4in の 寸法の 平鯉 鞭 用 し照射室内 1唹 い て ・

ン ベ ヤ
τ

が 此 の 平板の 両側 を通 過 し得 る様 に され て居
る ，

・21in の 距離 に於い て 照射量 は 約 13，500replmin と

計算され 従 っ て 豚肉が殺菌 きれ るに 要す る 30
，
000tep

の 照射量を得 る為に は照射室 に 2．lmin・存在する事が

必要 で 豚 肉IS〔；．67ftlminの速度 で 運ばれ る事に な る．

　要求 され て 居 る放射活性量 は L5　megacurie と計算
され て い るの で 逾蔽壁 の コ ン ク リート厚 み は 3ft．4in
が必琴で あb・照射室を床上又 は地下1・RM す るに 就

て は一
長一短 が ある が般計として は Wdl が

一輔階 に あ

り照射室を二 階 に 設置するの が望まし い 事で あ る．之

等 コ ン ク リート壁 の 建設費は cubic 　yatd 当 り∫30〜

多5°と評ge．．紳 てい るの で 照嘩 の RePtは 櫓 働

Fig。10．　Chamber 　fbr　irradiat董on ．of 　PDrk
　　　 carc 劉sses 　by　radioactive 　五認 愛on

　　　 products，　at　rato 　of 　2000　beg8
　　　 daily （Pla職 view ）

1．α mcrete

2．（
’

urcass 　mx ⊃naraiI

3．Sourco　6’xyxe ．4’

4．Radiation　roo ロ1
5．Well

Fig・　11・　Pcr・圃 i・・ 伽 ・f 伽 m   ・h。wi 。g
　　　 w ・11飯 ・ad 三… tiv・ plaqu・

1・Rad 三ation 　ehamber （conqrcte 　wal 島）
2・Stai・ less　st・・1　・11iptica1　w ・ll（y ・ 41S’ ・ 24’

）
3・RadioaCtive　p  qロ e

4・Carcass 。。nvey ・ r

Table　2　Cost　estirnates 　 for　 radiation

　　　 chamber 　fbr　pork　（Des童gned
　　　 to　ha皿dle　2，000　ho93　per　day）．

E 竃α 蔑vation 　fbr　footings　and 　3hor   g．・……∫・5　　600Slalnless・8t   ！we11 （011iptic 巳ユ； 16ga，
　 × 9ft．6h1，　 x 　24　ft。6in曹x24 　fL　・・・・・・…　2，500
Forロ us　fbr　oo 鳳 crcte　wa 皿s　of 轟竃diatio籤
　dba皿 bcr（9，

000　bd．　ft．　at ∫1001M）・…− 　　900
aoncrete

　fbr　wa 星  （320yd。　a 亡∫20／yd．〉・，・・…・　6，400
L 呂bor　fbr　forming 　and 　pouring　wall3 ，・＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6

，200
For【ロs　and 　reinforcing 　lbr　mD £ ・。・・・・…　隔．・・…　．　　15D
（

”
nnercte 　fbr　loof （5yd。巳t　鐔o／yd．〉・……・…　1

，000
L・ti・・ 飾・ fb・曲 g ・nd 叫 ・i・9 ・。・ £ ＿ ＿． 800
q° n 鱒 ゆ 鴛 日9・・ （5xd・飢 鉾0栖 冫

・………・ 廴QQ
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Reinforciロg　and 　labor　fbr欣め r。・り……………　　 200
Use 　of 　cr跏 e　to　 ratSe　 concrcte 　 to

　 5eoond 　floor．……………鱒…。……・………・…・　　600
Elevator　m   haロi8瓸 。…………・．卿…………・・…・2，500
10皿 駢 cb 旦 ng ¢ fbr　 wdl 　 water ，も・……………・3，

000
M 面   ’三ロgequip 跏 nt ．一・…・・一 一 ………… 4

，
 

Wiring・一一 一 ・……一・・一・……一 ・一 …　 200
WFter　line3　and 　Iabor　fbr　pipe　fitting．………　 800
Ac   開 doors （w 勲h　8af ヒty　interlock＞………・・1

，
200

Venti1飢 ion　 syst ¢ 凪
・・・………・一 ……・・一・…… 2

，
000

Refrigetatien　lipe8．・。・・・・・・・・・・…　師・・・・・・・・・・・・・…　。・・4，COO
B 臨c と9轟臨d瞳ロ8．。・・r蜘・・一・卩r・…　，。・rr。・・…　＋・▼・・一・r・…　冒・・　　200
？aint …ngL ‘…　r・6・…　r・・r ・…　9…　一・・・…　r・・・・…　．・・6−…　　　250
（bnveyor 　m   b叫 i3：n 　i直 籍 d瓶t…oロ

　 chambcr ．鱒9・・鱒●・…　。輔・・。・鱒鱒・．・曾・鱒・・・・・・・・・・・・…　。・93 ，
200

Conveyor　mechani8m 　to　a ロ d　from
　 refrigeretOr 　reom − ・一・一 一…一一 ・…… 3

，
200

Subtotal　for　1盈 bOr　a ロd　mat ¢ ri旦ls．…・……・・…・・44，000
M 董圃 山m ●o鵬 oo 蹠 i紅ぱcnde8

　（且0％ of　 subteta1 ）
…一 ・……・・一・一・・一・・4，400

Engineering 　 eo8ts 　（5％　of 　Iabor

　and 　mate 血 E3）…・・一・・一……………・…一 ・4
，
400

Goロtmctor ’

3　fee（10％ of 　 oosts）………一 一・5，200

Tb 捻 1．一……・…・・……一 ………・…………… 558，
000

とな る．一
方原孑賜壊産物の r 線照射資源 とし て の

値段を確実に 示す Data がない が ， 輸送費等を含ん だ

Co60 の 1000curie当 りの 値が約 ∫6000 で あ る事 を 基

準に して 普遮化学装置の Scale　up ¢ 際採用する 0・6

指数 式 を 用 い て 計算すれ ば 5483 ，000 で あ る．2000

頭 の 隊 を 1日 lt処理 し得る照射に 対する詳細 な 経費は

Table　2 に掲示した．又賃金・俸給・経常費・税・減価償

却 ・補償費等 を含め て 1年間 260 日作業 として ¢ 操業

全経費は∫149
，
700とな りlb　9　b　 1．87millS−−2，ISmills

の鳳価とな る，斯様な廉価て 豚肉処理に お け る セ ン モ

ウ虫病を除去し得る結果が 出て い る．
1
（以下次号）
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1）GOMBERG
，
　HJ ．　Gou 二D ，
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，
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雑 報

国際酵棄化学会議

：llllllTltllHlllllll11111111tlllllHMUIItll）11UllllllllllllMlllll川lllllll

　遒 般の 閣犠 で 明年 10月 日本学衞会躓主催で 首題 の 会

が 開催 さ る S 事 とな り， 同会 組纈委員及 び 実 行委員 が

設 け られ 着 々 準徽が 進捗され て 居 て現 在決定 し tg 項

は 次の 通 りで あ る．

　　 日時　昭 和32年 且0月且6 日〜23 日

　　場所　東京及 び 京都

　　研究討論題 目

　　 1．　 転移 酵 素 の 作 用 嶺 作

　　2．　酸化選 元 酵素系

　　3．　 蛋白質 お よ び 酵素 の 生成機搆

　　4．　群素 と産 業

　　　参加会費　3
，000円 （内 1，000四 は 申込み と間 時

　　　　　　　　　　　　に 支払うζ と）

　備 　◎参加希望者 は ， 国醸薄素化学会議紹織委員

会 （東京都台東区上 野公 園 日本学術 会 鶴事務局内）

よ り登録 カ ードを郵送 して も らい ， 之 tc所要 事 項 を 記

みし申込 金 且
，
  四 を添 え て 本年 9月末 日 ま で に 委貫

会 に 申込 む こ と．

　◎ この 会購 で の 日本側講演 者に つ い て は，明毎 1月

頃組織委員会主催 で 同 じ題 昌の 国内講演会を 行 い ， そ

の 講演者 申か ら決定す る予定 で ， こ の 国 内 講濱 会 へ の

申込み 〆切 りは 10月 頃 の 予定 で ， 詳細は 決 定次第関 係

学会へ 通 知 せ らる 〜 硝 に な つ て い
’
る．

日＊酒造裙舎中夫会第 5
層
回総 会開催

　既報の 如 く首題 の 会が 全 国の 酒 造 家代表 2 ，000余参

加 し，6 月 6 日午 前 9 時 よ り仙 台 市 公 会 堂 で 開 催 され

た．先 ず 9 時半木 下副会長 の 開会の 辞池 田 会長の 挨拶

が あ り， 次 い で 大蔵大臣 （代理） 髻 始 め 9 氏の 来賓祝

辞 あ りて 後 ， 池 田 会 長 麟 長席 に 着 き蹴案の 審縞 に 入 る．

　第 1 号　昭和90年度事業報告 （承認 ）

　第 2号　　 ”　 経費決算報告 （ 〃 ）

　第 3号 昭和31隼度事 業計画 案 （原案通 り可抉 ）

　 第 4号 　　 〃　　 経 費 収 支予 算案 並 aSlt役貝報酬．

　　　　　総 額案 （　 〃　）

　第 5兮　　〃 　　会費の 分担及び 徴収方 法寒 （tl
｝
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